
〔事業目的〕 

初心者を対象に古文書の基本的な読み方を教えるとともに、その後の古文書学習へ

の道を開く。 

〔講座内容〕 

活字に起こした古文書から始まり、字の崩し方が比較的平易な古文書を題材に、古文

書の解読方法を学んだ。また受講者を 8～9 名程度のグループに分け、受講者同士で古

文書の読み合わせや崩された字の検討を行うことで、自主的な学習の促進を図った。 

〔講  師〕 

 冨川 武史（品川歴史館学芸員） 

〔各回受講者数〕 

第 1回（6月 17 日）  58 名     第 2回（6月 24 日）  54 名 

第 3 回（7月 01 日）  50 名              延べ受講者数 162 名 

〔講座内容〕 

木版本を題材とし、手書きの文字とはまた異なる特徴を持つ崩し字の解読方法を学ん

だ。また、従来のように館蔵の古文書読解も行った。

〔講  師〕 

 北原 進（品川歴史館館長） 

〔各回受講者数〕 

第 1回（10 月 21 日）  32 名     第 2回（10 月 28 日）  30 名 

第 3 回（11 月 04 日）  26 名              延べ受講者数 88 名 

古文書入門講座 初級編 

活字から始める古文書解読

期  間  平成 28 年 6 月 17 日～7月 1日（毎週金曜日 全 3回） 

時  間  18：00～20：00 

  会  場  講堂 

古文書入門講座 中級編 

木版本と下大崎村の文書を読む

期  間  平成 28 年 10 月 21 日～11月 4 日（毎週金曜日 全 3回） 

時  間  18：00～20：00 

  会  場  講堂 


